
 

 

１年生にとっては初めての、２・３年生にとっては
新しい学級での定期考査が終わりました。皆さん、真
剣にな眼差しで受験していました。 

ここでちょっと、通知表のお話をしておきます。通
知表は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に
学習に取り組む態度」の３つの観点で判断します。そ
れぞれの観点で、「概ね満足できる」と評価されるとB、
「十分満足できる」と評価されると A、「努力を要す
る」と判断されると Cと３段階で評価されます。Aを
取るには、分かっているだけでなく、「友達に分かりや
すく教えることができる」とか、「こんな場合はどうな
るのだろう？などより深く自分で考えている」ことな
どが求められます。３つの観点がすべて Aで「５（十
分満足できるもののうち，特に程度が高い）」と評価さ
れます。 

「知識・技能」と「思考・判断・表現」の一部分を
定期考査で判断します。ですから、たくさん覚えて、
テストで素晴らしい点数を取っても、それだけで５に
なるわけではありません。逆に、クラス皆がお互いに
考えを述べあい、みんなが深く理解すれば、全員が５
ということもあります。 

また、３年生のみなさんで卒業後の進路が気になっ
ている人もいると思います。行ける学校を探すのでは
なく、行きたい学校を見つけてください。そのために
は、早めのスタートをお勧めします。入試には、皆さ
んがイメージしている、一般入試以外にも、推薦入試
や特色化選抜入試などの入試もあります。そういった
制度を利用するには、もちろん勉強も大事ですが、日
頃の学習に取り組む姿勢や学校生活も大切です。 

ただ、あまり難しく考える必要はありません。「忘れ
物のないように、前日に準備をする」「掃除をきちんと
し、ごみが落ちていたら拾ってごみ箱に捨てる」「相手
の立場に立って行動し、友達が困っていたら声をかけ
てあげる」など、当たり前のことを当たり前にしても
らえば結構です。直前になって慌てないように日頃の
生活を充実したものにしてください。 

 

 

若園にある小倉南幼稚園から「田原中の皆さんも元
気に頑張ってください」と鯉のぼりをいただきました。
大きな鯉のぼりを校務員の木村さんが揚げてくれま
した。皆さんも鯉に
負けないように、元
気に田原中での生
活を送ってくださ
い。 

そして、これから
も多くの場面で皆
さんの持っている
力を思いっきり発
揮してください。 

 

 

 

今年は、お正月か
ら能登地震が発生
し、北九州市では、
鳥町食堂街で火事
が発生しました。鳥
町食堂街の焼け跡
を見て、火事の怖さ
を改めて感じた人
もいたのではない
でしょうか？ 

私たちは、まず火事を出さないように火の取り扱い
に十分注意することが大切です。しかし、どんなに注
意しても、地震や漏電・落雷などから発生する火事も
あります。また火事以外にも様々な災害が襲ってくる
こともあります。いつ、どこでも様々な災害に対応し、
自分の命は自分で守れるように準備をしておきまし
ょう。今年あった事故の一つに羽田空港での飛行機の
衝突事故があります。旅客機の乗客に一人の死者も出
なかったことは奇跡だと言われています。これは、乗
客の皆さんが客室乗務員の方の指示に冷静に落ち着
いて従ったからだと言われています。どんな場合でも
冷静に落ち着いて対応できるようにしておきましょ
う。 

そして自分に余裕があれば、幼い子供やお年寄りの
方がいらっしゃれば力を貸してあげてください。中学
生は、守ってもらう立場から、社会に力を貸すことが
できるようになる年齢です。地域の方から「田原中の
生徒がいてくれてよかった」と感じてもらえると嬉し
いですね！ 

 

 

 

５月１０日(金) 福岡社会見学（３年） 

５月１３日(月)～１５日(水) 

       ふれあい合宿(１年生)玄海青年の家 

５月２４日(金) 市内社会見学(２年) 

５月３０日(木)  進路説明会(３年と保護者の皆様) 

５月３１日(金) 高校体験授業(３年生) 

６月 ５日(水) 性暴力防止アドバイザー講習会 

      １年２校時、２年３校時、３年４校時 

６月 ７日(金) 生徒総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

田原の杜 
■中間考査が終わりました！ 

 

■ 避難訓練を実施しました！ 
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■田原中に鯉のぼりが泳いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ これからの予定です！（変更する場合もあります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新学期の疲れが出てくる時期です。気になるこ

とのある皆さんは遠慮しないで先生方に相談して

ください。 

先生に相談しにくい場合は、裏面の相談機関を

利用してください！ 

各学年別の入り口から避難しました。 

負けないように元気に過ごしましょう 



 


